
 

（様式１－３） 

釜石市復興交付金事業計画 復興交付金事業等個票 

令和 2年 6月時点 

※本様式は１－２に記載した事業ごとに記載してください。 

NO. 27 事業名 低炭素社会対応型浄化槽集中導入事業 事業番号 E-1-1 

交付団体 市 事業実施主体（直接/間接） 市 

総交付対象事業費 192,044（千円） 全体事業費 192,044（千円） 

事業概要 

専用住宅（専ら居住の用に供する建物又はその延べ床面積の 1/2 以上を居住の用に供する建物） 

に低炭素社会対応型の条件を満たす浄化槽を設置する際に、設置費用を助成する。 

目標設置基数：平成 30 年度 109 基/年、平成 31 年度 45 基/年、平成 32 年度 35 基/年 

(釜石市復興まちづくり基本計画) 

59 ページ 基本目標 3：生活の安心が確保されたまちづくり(4)公共施設や生活インフラの再建 

 

 

当面の事業概要 

＜平成 30 年度＞ 

 条件を満たす浄化槽の設置者に対し、設置費用を助成する 5～10 人槽 54 基/年（実績） 

＜平成 31/令和元年度＞ 

 条件を満たす浄化槽の設置者に対し、設置費用を助成する 5～10 人槽 13 基/年（実績） 

＜令和 2 年度＞ 

 条件を満たす浄化槽の設置者に対し、設置費用を助成する 7 人槽 10 基/年（想定） 

 

東日本大震災の被害との関係 

東日本大震災により、沿岸部の地域では多数の家屋が全損等の被害を受けている。これらの被災箇所も含

め、沿岸部の市街地及び集落においては、高台等への移転中であり、今後も住宅の再建が見込まれることか

ら、住宅再建支援の一環として条件を満たす浄化槽の設置者に対し、設置費用を助成する。 

 

 

関連する災害復旧事業の概要 

なし 

 

※効果促進事業等である場合には以下の欄を記載。 

関連する基幹事業 

事業番号  

事業名  

交付団体  

基幹事業との関連性 

 

 

 

 

 

 



 

（様式１－３） 

釜石市復興交付金事業計画 復興交付金事業等個票 

令和 2年 6月時点 

※本様式は１－２に記載した事業ごとに記載してください。 

NO. 127 事業名 平田地区公共下水道事業 事業番号 D-21-5 

交付団体 市 事業実施主体（直接/間接） 市 

総交付対象事業費 215,000（千円） 全体事業費 215,000（千円） 

事業概要 

東日本大震災による津波により壊滅的な被害を受けた平田地区において、まちづくりと共に下水道事業を

実施する。  (基幹事業分管路延長 L=2.1km)   

 

復興まちづくり基本計画 

P59 基本目標③ 生活の安心が確保されたまちづくり 

   (4)公共施設や生活インフラの再建 

※当該事業を復興ビジョン、復興計画、復興プラン等に位置付けている場合は、該当箇所及び概要も記載してください 

当面の事業概要 

＜平成 25～27 年度＞ 

  管渠詳細設計(区画整理区域) 1 式   

＜平成 27～28 年度＞ 

  汚水管布設 L=1,610m  

＜平成 29 年度＞ 

  管渠詳細設計(下水道基幹事業区域) 1 式 

＜平成 30 年度＞ 

    管渠工事  L=500m 

東日本大震災の被害との関係 

平田地区は東日本大震災の津波で壊滅的な被害を受けたことから、復興にて土地区画整理事業等を行いま

すが、これと同時に下水道整備も行うものである。この中で土地区画整理事業内は、効果促進事業で管路整

備を行いますが、津波浸水区域内の管路整備、幹線管路のアロケ分をこの基幹事業で整備する。 

 

 

関連する災害復旧事業の概要 

 

 

※効果促進事業等である場合には以下の欄を記載。 

関連する基幹事業 

事業番号  

事業名  

交付団体  

基幹事業との関連性 

 

 

 

 

 



 

（様式１－３） 

釜石市復興交付金事業計画 復興交付金事業等個票 

令和 2年 6月時点 

※本様式は１－２に記載した事業ごとに記載してください。 

NO. 151 事業名 平田地区排水施設整備事業 事業番号 ◆D-17-13-1 

交付団体 市 事業実施主体（直接/間接） 市 

総交付対象事業費 382,000（千円） 全体事業費 382,000（千円） 

事業概要 

東日本大震災により被災した平田地区において、土地区画整理事業等とあわせて汚水管整備を実施し、汚

水処理の適正化を図る。（汚水管路延長 L=5.4km・382,000千円） 

 

復興まちづくり基本計画 

P59 基本目標③ 生活の安心が確保されたまちづくり 

   (4)公共施設や生活インフラの再建 

※当該事業を復興ビジョン、復興計画、復興プラン等に位置付けている場合は、該当箇所及び概要も記載してください 

当面の事業概要 

＜平成 26～28 年度＞ 

  管路実施設計 N=1 式 

汚水管整備等 L=1,805m  

＜平成 29 年度＞ 

  汚水管整備 L=3,268m  

  ﾏﾝﾎｰﾙﾎﾟﾝﾌﾟ N=1 箇所  

<平成 30 年度> 

  汚水管整備 L=77.0m    

  ﾏﾝﾎｰﾙﾎﾟﾝﾌﾟ N=1 箇所   

<平成 31 年度> 

  汚水管整備 L=250m   

 

東日本大震災の被害との関係 

平田地区は東日本大震災の津波で壊滅的な被害を受けたことから、土地区画整理事業等にて新たな街づ

くりを行いますが、これと同時に下水道整備も行うものである。 

 

関連する災害復旧事業の概要 

 

※効果促進事業等である場合には以下の欄を記載。 

関連する基幹事業 

事業番号 D-17-13 

事業名 都市再生区画整理事業（被災市街地復興土地区画整理事業）（平田） 

交付団体 市 

基幹事業との関連性 

主に同地区で実施する都市再生区画整理事業の区域内での実施 

 

 


